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は
じ
め
に

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
秋
篠
月
清
集
写
本
に
は
、
す
で
に
『
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
谷
山
文
庫
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
谷
山
茂
氏
旧
蔵
本
（090/T

a88/494

、0004989023

・0004989031

（
1
（

（
の
ほ
か
、
室
町
時
代
後
期
の
連
歌
師
・
柴
屋
軒
宗
長
筆
と
の
極

め
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
（K
N

911.148/F68

、0083182071

・0083182080

（。
秋
篠
月
清
集
は
平
安
時
代
末
期
の
歌
人
藤
原
良
経
の
家

集
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
写
本
の
存
在
を
検
索
し
て
み
る
と
、
そ
の
数
は
三
十
六
件

に
上
る
。
こ
の
伝
宗
長
筆
秋
篠
月
清
集
は
、
右
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、『
国
書
総
目
録
』
に
も
『
私
家
集
伝
本
書
目
』
に
も
そ
れ

と
思
し
き
資
料
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
な
か
っ
た
写
本
で
あ
る
。
永
承
五
（
一
五
〇
八
（
年
写
と
の
奥
書
を
有
し

て
お
り
、
秋
篠
月
清
集
の
な
か
に
は
、
近
い
年
代
に
書
写
さ
れ
た
本
や
そ
れ
を
経
た
系
統
の
写
本
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
本
写
本
が
加

わ
る
こ
と
で
諸
本
間
の
関
係
性
を
よ
り
明
確
に
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
伝
宗
長
筆
本
の
書
誌
事
項
を
紹
介
し
、
伝
宗
長
筆
本
の
特
徴
か
ら
類
推
さ
れ
る
、
秋
篠
月
清
集
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
伝
宗
長
筆
『
秋
篠
月
清
集
』
攷

山

中

亜

紗

子
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再
検
討
を
行
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
持
つ
写
本
と
し
て
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
基
本
的
書
誌
事
項

　

伝
宗
長
筆
本
は
、
二
三･

八
×
一
六･

二
糎
の
列
帖
装
。
集
組
織
は
上
下
二
巻
の
二
冊
本
で
、「
秋
篠
月
清
集 

上
下 

宗
長
筆
」
と
の
題

簽
が
貼
ら
れ
た
塗
り
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
は
紺
色
を
基
調
と
し
た
亀
甲
繋
ぎ
地
に
梅
花
が
配
さ
れ
た
紋
織
物
で
、
本
文
と
は
別
筆

と
思
わ
れ
る
「
月
清
抄
上
」「
月
清
抄
下
」
と
の
題
簽
を
持
つ
。
上
下
巻
と
も
に
見
返
し
は
金
泥
紙
。
一
面
十
二
行
で
、
和
歌
は
一
首
一
行

書
き
。
古
筆
了
雪
の
極
印
が
押
さ
れ
た
「
連
歌
師
宗
長
」
と
の
極
札
が
下
巻
末
の
遊
紙
部
分
（
五
〇
丁
表
（
に
付
さ
れ
て
い
る
。
極
札
と
と

も
に
「
享
禄
五
年
（
天
文
元
年
（
八
拾
五
才
ニ
テ
没
ス　

昭
和
十
一
年
辺
ニ
テ
四
百
五
年
ニ
成
ル
（
後
略
（」
と
書
か
れ
た
紙
片
が
添
付
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
と
は
別
筆
の
「
連
歌
師
宗
長
ハ
宗
祇
の
門
人
に
し
て
文
亀
年
中
に
没
す 

大
正
弐
年
に
て
凡
四
百
年
成
（
後
略
（」
と
記
さ

れ
る
紙
片
が
箱
に
付
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
長
筆
で
あ
る
か
の
真
偽
は
わ
か
ら
な
い
。

　

上
巻
全
五
八
丁
に
は
定
数
歌
が
収
録
さ
れ
、
墨
付
は
五
五
丁
。
二
丁
裏
に
「
式
部
史
生
秋
篠
月
清
集
上
」
と
の
内
題
と
、
花
月
百
首
か
ら

院
句
題
五
十
首
（
本
文
で
は
「
上
皇
初
度
百
首
」
を
う
け
て
「
同
句
題
五
十
首
」
と
表
記
（
ま
で
の
目
次
が
記
さ
れ
る
（
稿
末
図
Ⅰ
（。
目

次
末
尾
に
「
已
上
千
首
」
と
あ
る
が
、
本
書
独
自
の
配
列
の
不
備
と
そ
れ
に
と
も
な
う
欠
歌（

2
（

に
よ
っ
て
、
実
際
の
収
録
歌
数
は
九
九
八
首
と

な
っ
て
い
る
。
下
巻
に
は
部
類
歌
が
収
め
ら
れ
、
上
巻
同
様
二
丁
裏
に
「
式
部
史
生
秋
篠
月
清
集
下
」
と
の
内
題
を
有
し
、
そ
の
直
後
か
ら

部
類
歌
春
部
が
始
ま
る
。
全
五
〇
丁
で
、
墨
付
は
四
八
丁
。
収
録
歌
数
は
六
一
四
首
。
全
体
に
朱
墨
点
・
集
付
を
有
し
、
一
部
に
本
文
と
同

筆
と
思
わ
れ
る
朱
と
墨
に
よ
る
書
入
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
上
巻
末
と
下
巻
末
と
に
奥
書
を
有
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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二
　
秋
篠
月
清
集
諸
本
に
お
け
る
伝
宗
長
筆
本
の
位
置
付
け

1
、
秋
篠
月
清
集
の
本
文
系
統

　

秋
篠
月
清
集
の
諸
本
と
そ
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
、
現
在
共
有
さ
れ
て
い
る
諸
本
の
現
状
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い（

3
（

。

　

秋
篠
月
清
集
は
主
と
し
て
二
系
統
に
わ
け
ら
れ
て
お
り
、
新
編
国
歌
大
観
・
私
家
集
大
成
な
ど
が
底
本
と
し
て
使
用
す
る
も
の
が
定
家
本

系
統
で
あ
る
。
代
表
的
な
写
本
と
し
て
は
、
天
理
図
書
館
甲
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
な
ど
が
知
ら
れ
、
天
理
図
書
館
甲
本
は
、
ま
さ
に
定
家
と

そ
の
側
近
の
子
女
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
部
類
歌
末
尾
に
は
、
定
家
に
よ
る
次
の
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。

是
御
平
生
之
時
所
被
注
置
之
本
也
、
夢
後
書
留
之
粗
一
見
了
、
御
本
忩
返
上
之
間
不
見
中
書
之
草
、
字
誤
無
極
、
不
晴
覚
事
不
能
直
付

　
　
　
　

安
貞
二
年
五
月
二
日

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
定
家
本
系
統
の
祖
本
は
良
経
が
生
前
手
元
に
置
い
て
い
た
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
良
経
没
後
に
書
き
留
め
た
も
の
の
、
お

お
ざ
っ
ぱ
に
見
て
急
い
で
返
し
た
の
で
誤
り
が
多
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
夢
後
書
留
之
」
と
は
あ
る
が
、
識
語
末
の
安
貞
二

（
一
二
二
八
（
年
は
、
良
経
が
没
し
た
元
久
三
（
一
二
〇
六
（
年
か
ら
二
十
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
定
家
本
と
は
異
な
る
事
情
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
が
、
教
家
本
系
統
で
あ
る
。
教
家
本
系
統
の
存
在
を
は
や
く
に
指
摘
し
た

松
田
武
夫
氏
は
、教
家
本
系
統
の
な
か
で
も
、大
島
雅
太
郎
氏
旧
蔵
本
で
あ
る
日
本
大
学
図
書
館
本
（
以
下
、日
大
本
と
称
す（

4
（

（
こ
そ
が
「
最

も
書
写
年
代
旧
く
、
且
又
最
も
正
し
く
原
形
を
伝
え
る
所
の
も
の
」
で
あ
る
と
し
た（

（
（

。
そ
の
日
大
本
は
、
下
巻
末
尾
に
次
の
よ
う
な
奥
書
を

持
つ
。

　

日
大
本
下
巻
末
奥
書

　
　

①　
本
云
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承
久
三
年
十
一
月
廿
六
日
書
写
了

　
　
　
　

此
合
点
者
前
大
僧
正
釈
阿
入
道
両
人
之
点
也
、
不
可
有
他
見
歟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言　

藤
原　
御
判

　
　

②　

安
貞
二
年
十
一
月
廿
日
以
前
宮
内
卿
家
隆

任
了
自
筆
本
書
写
畢
、
合
点
之
長
短
取
寸
法
合
移
畢

　
　

③　
　
　

以
件
本
重
書
写
之

 

　
　

文
永
五
年
十
二
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
校
了

　
　

④　
　
　

応
永
十
六
年
臘
下
一
日
以
冷
泉
中
納
言
為
尹
卿
本
書
写
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠
士
得
清

　
　

⑤　
本
云

　
　
　
　

応
永
廿
七
年
臘
月
朔
日

　
　
　
　

年
少
之
筆
跡
雖
有
其
釈
為
餞
別
之
献
之
所
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
松
末
葉
一
花
余
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
徹　
判

　

①
と
②
の
間
に
は
勝
負
数
注
記
が
、
④
と
⑤
の
間
に
は
朱
墨
点
注
記
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
ま

ず
は
承
久
三
（
一
二
二
一
（
年
に
慈
円
・
俊
成
の
合
点
の
入
っ
た
本
が
「
権
大
納
言
藤
原
」
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
（
①
（、安
貞
二
（
一
二
二
八
（

年
に
家
隆
自
筆
本
が
書
写
さ
れ
（
②
（、
さ
ら
に
文
永
五
（
一
二
六
八
（
年
に
同
じ
く
家
隆
自
筆
本
が
書
写
さ
れ
（
③
（、
ま
た
応
永
十
六

（
一
四
〇
九
（
年
に
は
冷
泉
為
尹
本
が
「
隠
士
得
清
」
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
（
④
（
と
い
う
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
う
え
で
、
日
大
本
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の
親
本
は
応
永
二
十
七
（
一
四
二
〇
（
年
に
正
徹
の
手
元
に
あ
っ
た
本
で
あ
る
（
⑤
（
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
松
田
氏
は
、
①
の
「
権
大

納
言
藤
原
」
を
教
家
で
あ
る
と
し（

6
（

、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
系
統
は
教
家
本
系
統
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
ま
た
、
④
の
「
隠
士
得
清
」
に
つ
い
て
は
、

稲
田
利
徳
氏
に
よ
っ
て
正
徹
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

7
（

。
①
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
教
家
本
系
統
は
、
良
経
が
慈
円
と
俊
成
に
合
点

を
乞
う
た
本
を
、
良
経
の
息
教
家
が
書
写
し
た
本
を
祖
と
し
て
お
り
、
教
家
本
系
統
の
諸
本
は
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
奥
書
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
定
家
本
系
統
・
教
家
本
系
統
諸
本
は
、
片
山
亨
氏
『
校
本
秋
篠
月
清
集
と
そ
の
研
究（

8
（

』
に
お
い
て
体
系
的
に
細
分
類
さ
れ
、
主
要

諸
本
の
異
同
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
教
家
本
系
統
は
、
④
の
隠
士
得
清
本
か
ら
派
生
し
た
第
一
類
、
冷
泉
為
尹
本
を
応
永
十
七

（
一
四
一
〇
（
年
に
今
川
範
政
が
書
写
し
た
本
の
系
統
で
あ
る
第
二
類
、
集
組
織
の
異
な
る
第
三
類
に
分
類
さ
れ
、
第
二
類
の
河
野
信
一
記

念
文
化
館
本
（
以
下
、
河
野
本
と
称
す
（
を
底
本
に
、
第
一
類
に
属
す
る
日
大
本
、
現
在
所
在
不
明
と
聞
く
片
山
氏
旧
蔵
の
明
応
二
年
奥
書

本
（
以
下
、
片
山
本
と
称
す
（、
蓬
左
文
庫
本
（
以
下
、
蓬
左
本
と
称
す
（、
書
陵
部
甲
本
（
桂
宮
本
（（
以
下
、
桂
宮
本
と
称
す
（、
神
宮
文

庫
本
（
以
下
、
神
宮
本
と
称
す
（
の
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
の
五
本
に
関
大
本
上
巻（

9
（

を
加
え
た
教
家
本
系
統
第
一
類
の
六
本

は
、
書
写
の
経
緯
と
内
容
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
、
Ｂ
教
賢
僧
正
本
系
統
、
Ｃ
玄
旨
本
系
統
、
Ｄ
正
徹
本
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
定
家
本
系
統
・
教
家
本
系
統
の
ほ
か
、
定
家
本
系
統
を
教
家
本
系
統
で
、
あ
る
い
は
教
家
本
系
統
を
定
家
本
系
統
で
校
合
し
た
混

淆
本
系
統
と
い
う
第
三
系
統
の
存
在
が
、
片
山
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
定
家
本
系
統
を
底
本
と
す
る
も
の
が
第
一
類
、
教
家

本
系
統
を
底
本
と
す
る
も
の
が
第
二
類
と
さ
れ
て
い
る
。

2
、
伝
宗
長
筆
本
の
属
す
る
系
統

　

秋
篠
月
清
集
本
文
の
系
統
を
検
討
す
る
際
、
定
家
本
系
統
と
教
家
本
系
統
と
で
は
、
朱
墨
点
の
有
無
や
欠
歌
の
状
況
、
配
列
の
一
部
が
異

な
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
観
点
よ
り
と
り
あ
え
ず
系
統
の
別
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
教
家
本
系
統
に
は
、
元
久
元
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（
一
二
〇
四
（
年
十
一
月
の
北
野
宮
歌
合
に
関
連
す
る
歌
（
教
家
本
一
三
四
〇
・
教
家
本
一
四
六
四
（
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
九
二
が
八
二

の
前
、
一
〇
七
四
と
一
〇
七
五
が
逆
、
一
四
八
〇
が
一
四
八
四
の
前
に
配
さ
れ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
他
の
特
徴
も
含
め
、
伝
宗
長

筆
本
は
教
家
本
系
統
の
特
徴
と
悉
く
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
教
家
本
系
統
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
書
が
教
家
本
系
統

で
あ
る
こ
と
の
裏
付
け
と
、
教
家
本
系
統
の
な
か
で
も
い
ず
れ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
の
手
が
か
り
を
、
そ
の
奥
書
よ
り
探

り
た
い
と
思
う
。

　

伝
宗
長
筆
本
下
巻
末
奥
書

　
　

承
久
三
年
十
一
月
廿
六
日
書
冩
畢
此
合
點
者　
　
　
　

日
大
本
①
に
相
当

　
　

前
大
僧
正
釈
阿
入
道
両
人
之
點
也
不
可
有
他

　
　

見
欤

　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
藤
原
御
判

　
　
（
以
下
四
行
分
空
白
（　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
九
表

　
　

安
貞
二
年
十
一
月
廿
日
以
前
宮
内
卿
家
隆
自
筆　
　
　

日
大
本
②
に
相
当

　
　

本
書
冩
畢
合
點
之
長
短
取
寸
法
合
移
之

　
　
　

以
件
本
重
書
冩
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
大
本
③
に
相
当

　
　
　
　

文
永
五
年
十
二
月
十
八
日

　
　

應
永
十
六
年
臘
下
一
日
以
冷
泉
中
納
言
為
尹　
　
　
　

日
大
本
④
に
相
当

　
　

本
書
冩
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠
士
得
清
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（
一
行
分
空
白
（

　
　

于
時
永
正
五
年
八
月
十
九
日
書
冩
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
校
合

　
　
（
以
下
、
二
行
分
空
白
（　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
九
裏

　

右
に
あ
げ
た
も
の
が
、
伝
宗
長
筆
本
下
巻
の
奥
書
で
あ
る
。
ま
ず
四
九
丁
表
の
部
類
歌
の
末
尾
に
①
に
相
当
す
る
奥
書
が
記
さ
れ
、
丁
を

改
め
て
②
③
④
に
相
当
す
る
奥
書
、
そ
れ
に
次
い
で
本
書
の
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
勝
負
数
及
び
朱
墨
点
に
関
す
る
注
記
は
本
書

の
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
伝
宗
長
筆
本
は
、
慈
円
・
俊
成
の
合
点
を
持
つ
本
を
祖
本
と
す
る
こ
と
を
示
す
①
を
は
じ
め
、
②
③
④
に
相
当
す
る
奥

書
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
教
家
本
系
統
に
属
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
な
か
で
も
、
④
応
永
十
六
年
の
隠
士
得
清
本
を
書
写
し
た
も

の
と
さ
れ
る
た
め
、
奥
書
の
所
伝
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
伝
宗
長
筆
本
は
教
家
本
第
一
類
の
Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
④
の
隠
士

得
清
本
は
教
家
本
第
一
類
の
祖
と
な
る
本
で
あ
り
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
教
家
本
系
統
諸
本
の
な
か
で
も
日
大
本
に
次
い
で
隠
士

得
清
本
に
近
い
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
教
家
本
系
統
第
一
類
諸
本
と
今
回
紹
介
す
る
伝
宗
長
筆
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
伝
来
の

経
緯
と
を
、
私
に
図
示
し
た
も
の
が
稿
末
の
付
表
で
あ
る
。

3
、
伝
宗
長
筆
本
の
上
巻
奥
書
の
存
在

　

奥
書
よ
り
そ
の
系
統
を
判
断
す
れ
ば
Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
伝
宗
長
筆
本
で
あ
る
が
、
Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
の
唯
一
の
伝
本

た
る
日
大
本
と
は
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
上
巻
に
も
奥
書
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

伝
宗
長
筆
本
上
巻
末
奥
書
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本
云

　
　

應
永
十
六
年
臘
月
十
四
日
以
冷
泉
中
納
言

　
　

為
尹
卿
本
書
冩
畢　
　
　

隠
士
得
清

　
　
（
以
下
、
四
行
分
空
白
（ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
六
表

　

上
巻
の
定
数
歌
部
末
尾
に
記
さ
れ
た
右
の
奥
書
（
稿
末
図
Ⅱ
（
は
、
日
大
本
の
④
奥
書
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
④
が
「
下
一
日
」
と

あ
る
の
に
対
し
て
「
十
四
日
」
と
い
う
日
付
に
な
っ
て
い
る
。
応
永
十
六
年
に
隠
士
得
清
本
を
書
写
し
た
日
付
と
し
て
、
上
巻
は
十
二
月

十
四
日
、
下
巻
は
十
二
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

先
に
掲
出
し
た
日
大
本
の
奥
書
が
下
巻
の
み
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
日
大
本
が
上
巻
に
奥
書
を
有
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
奥
書

に
記
さ
れ
る
書
写
の
経
緯
の
み
を
見
れ
ば
、
伝
宗
長
筆
本
は
教
家
本
系
統
第
一
類
Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
お

い
て
も
、
日
大
本
と
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

4
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
と
の
類
似

　

先
に
見
た
と
お
り
、
伝
宗
長
筆
本
に
は
日
大
本
に
は
見
ら
れ
な
い
上
巻
奥
書
が
存
在
す
る
。
実
は
教
家
本
系
統
に
は
、
伝
宗
長
筆
本
と
同

じ
く
上
巻
奥
書
を
有
す
る
写
本
が
ほ
か
に
二
本
存
在
す
る
。
片
山
本
と
関
大
本
上
巻
で
あ
る
。

　

片
山
本
上
巻
末
奥
書

　
　

応
永
十
六
年
臘
月
十
四
日
以
冷
泉
中
納
言
為
尹
卿
本
書
写
了

　

関
大
本
上
巻
末
奥
書

　
　

応
永
十
六
年
臘
月
十
四
日
以
冷
泉
中
納
言
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為
尹
卿
本
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠正
徹
廿
九
歳
名
也

士
得
清

　
　
　
　
　
　

中
比
改
名
正
清
両
三
年
間
歟

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
衣
已
後
正
徹

　
　

康
生
三
年
六
月
十
五
日
重
而
写
之

　
　

依
老
耄
落
字
等
多
之　

正
徹
七
十
七
歳
在判

　
　

一
校
了
以
寸
法
写
点
也

　
　

文
亀
三
癸亥
年
五
月
上
旬
写
訖

　
　

一
校
了　
　
　
　
　

右
筆
同
主
伊
佐
幸
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
度
賀
悦
乱
入
之
時
求
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
一
世

　

片
山
本
は
、
右
の
上
巻
末
の
ほ
か
に
下
巻
末
に
も
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
下
巻
に
は
日
大
本
①
②
③
④
に
相
当
す
る
奥
書
と
、
文
安
三

（
一
四
四
六
（
年
に
教
賢
僧
正
が
書
写
し
た
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
を
示
す
奥
書
、
そ
し
て
明
応
二
（
一
四
九
三
（
年
七
月
に
そ
の
教
賢
僧

正
本
を
書
写
し
た
と
す
る
書
写
奥
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｂ
教
賢
僧
正
本
系
に
分
類
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
初
期
写
と
さ
れ
る
関
大
本
上

巻
は
、
伝
宗
長
筆
本
の
上
巻
末
奥
書
に
相
当
す
る
奥
書
に
続
い
て
、
康
生
三
（
一
四
五
七
（
年
に
再
び
正
徹
が
書
写
し
た
本
の
系
統
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｄ
正
徹
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
上
巻
奥
書
を
有
す
る
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
も
、
教
家
本
系
統
第
一
類

に
属
す
る
以
上
隠
士
得
清
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
経
て
い
る
と
は
い
え
、
隠
士
得
清
本
の
姿
を
少
な
か
ら
ず

残
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
片
山
氏
は
片
山
本
が
上
巻
奥
書
を
持
つ
こ
と
に
触
れ
、「
本
書
（
稿
者
注
：
日
大
本
（
の
奥
書
は
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教
家
本
諸
本
中
最
も
詳
細
で
あ
る
が
、（
中
略
（
上
冊
奥
の
奥
書
を
欠
い
て
い
る
」（
四
〇
二
頁
（
と
す
る
。
片
山
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
の
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
日
大
本
が
、
上
巻
奥
書
を
持
た
な
い
と
い
う
事
実
は
、
奥
書
の
所
伝
上
同
じ
Ａ
隠
士
得
清
本
系

統
に
分
類
さ
れ
る
伝
宗
長
筆
本
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

伝
宗
長
筆
本
と
同
じ
く
上
巻
奥
書
を
有
し
て
い
る
関
大
本
上
巻
は
、
片
山
氏
が
「
本
文
内
容
は
架
蔵
本
に
近
く
」（
四
〇
九
頁
（
と
述
べ

る
よ
う
に
、
片
山
本
に
近
い
と
さ
れ
る
。
奥
書
の
所
伝
を
見
る
限
り
で
は
系
統
が
異
な
る
二
本
に
お
い
て
、
見
い
だ
せ
る
共
通
点
と
い
え
ば

上
巻
奥
書
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
二
本
の
内
容
の
近
さ
に
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
上
巻
奥
書
の
有
無
と
内
容
の
相
違
と
は
、
相
関
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
例
が
、
勝
負
付
の
有
無
で
あ
る
。
教
家
本
系
統
第
一
類
諸
本
に
お
い
て
、
片
山
本
と
伝
宗
長
筆
本

の
み
が
勝
負
付
を
持
た
な
い（

（1
（

。
上
巻
奥
書
を
持
つ
二
本
が
互
い
に
勝
負
付
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
が
し
か
の
関
係
性
を
う
か
が

わ
せ
る
。

　

上
巻
奥
書
の
有
無
と
内
容
の
相
違
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
検
証
を
可
能
と
す
る
も
の
が
、
伝
宗
長
筆
本
で
あ
る
。
上
巻
奥
書
を
有
す

る
伝
宗
長
筆
本
の
内
容
が
日
大
本
に
近
い
の
か
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
に
近
い
の
か
を
検
討
し
、
上
巻
奥
書
の
有
無
に
よ
る
内
容
の
相
違

が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
相
関
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
の
傍
証
と
な
り
え
よ
う
。
以
下
、
伝
宗
長
筆
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

そ
の
傾
向
を
日
大
本
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
を
は
じ
め
と
す
る
教
家
本
諸
本
と
対
照
し
つ
つ
、
上
巻
奥
書
の
有
無
が
内
容
の
相
違
と
関
連

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
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三
　
朱
墨
点

1
、
左
合
点
の
有
無

　

伝
宗
長
筆
本
が
、
日
大
本
に
近
い
の
か
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
に
近
い
の
か
、
ま
ず
は
朱
墨
点
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
対
照
し
て
い
き
た

い
。
日
大
本
の
朱
墨
点
に
関
し
て
は
、
④
と
⑤
の
奥
書
の
間
に
「
墨
点
百
五
十
一
首
此
内
左
右

十
三
首
前
大
僧
正
慈
鎮
／
朱
点
三
百
六
十
首
此
内
左
右

六　
　

首

釈
阿
入
道
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
朱
墨
点
の
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
合
点
数
は
、
墨
点
が
一
五
一
首
、
朱
点
が
三
六
五
首

で
あ
り
、
割
注
に
あ
る
左
右
点
に
関
し
て
は
、
墨
点
一
三
首
、
朱
点
六
首
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
伝
宗
長
筆
本
に
は
朱
墨
点
に
関
す

る
注
記
は
な
く
、
実
際
に
付
せ
ら
れ
た
箇
所
を
数
え
る
と
、
墨
点
一
五
〇
首
、
朱
点
三
五
二
首
で
、
全
三
六
四
首
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

日
大
本
の
朱
墨
点
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
日
大
本
は
左
合
点
を
有
す
る
。
こ
の
左
合
点
は
伝
宗
長
筆
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
、
教
家

本
系
統
第
一
類
諸
本
に
お
い
て
は
、
片
山
本
と
関
大
本
上
巻
の
み
が
同
じ
く
左
合
点
を
持
た
な
い
。
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
と
も
、
他
本
が

左
合
点
を
有
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
左
合
点
の
み
を
記
さ
な
い
と
い
う
態
度
を
と
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
片
山
氏
は
、
教
賢
僧
正
本
か
ら
派

生
し
た
Ｃ
玄
旨
本
系
統
諸
本
が
左
合
点
を
有
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
片
山
本
が
左
合
点
を
持
た
な
い
の
は
「
脱
落
と
い
う
こ
と
に
な
る
」

（
四
四
二
頁
（
と
す
る
が
、
左
合
点
を
「
持
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
む
し
ろ
片
山
本
や
そ
れ
に
近
い
関
大
本
上
巻
、
そ
し
て
伝
宗
長
筆

本
に
共
通
す
る
朱
墨
点
の
特
徴
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
系
統
を
異
に
す
る
三
本
が
共
通
し
て
左
合
点
を
持
た
な
い
と
い
う
事
実
が
、

関
係
性
の
近
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

2
、
伝
宗
長
筆
本
の
特
徴
―
下
句
へ
の
加
点

　

左
合
点
を
持
た
な
い
伝
宗
長
筆
本
の
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
下
句
へ
の
加
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
下
句
に
も
合
点
を
有
す
る
本
は
、
教
家
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本
系
統
第
一
類
に
お
い
て
は
関
大
本
上
巻
と
Ｃ
玄
旨
本
系
統
の
桂
宮

本
・
神
宮
文
庫
本
が
あ
る
。
伝
宗
長
筆
本
が
下
句
に
合
点
を
有
す
る

箇
所
は
全
八
箇
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
教
家
本
系
統
第
一
類
の
加
点

状
況
を
表
1
に
対
照
し
た
。
表
1
に
示
し
た
箇
所
以
外
に
、
他
本
が

下
句
に
合
点
を
有
す
る
箇
所
は
な
い
。
つ
ま
り
、
伝
宗
長
筆
本
は
諸

本
中
も
っ
と
も
多
く
の
下
句
点
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

関
大
本
上
巻
は
三
八
六
を
除
け
ば
片
山
本
と
同
じ
く
通
常
の
朱
墨
点

し
か
持
た
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
一
首
の
み
下
句
に
合
点

が
付
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
だ
が
、
唯
一
一
致
す
る
伝
宗
長
筆
本
と

の
関
連
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
事
例
と
い
え
る
。

　

伝
宗
長
筆
本
が
下
句
に
合
点
を
有
す
る
こ
の
八
箇
所
す
べ
て
に
共

通
す
る
の
は
、
伝
宗
長
筆
本
の
下
句
点
が
日
大
本
の
左
合
点
と
一
致

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
慈
円
と
俊
成
の
ほ
か
に
想
定
さ
れ
る
加

点
者
は
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
左
合
点
も
下
句
点
も
ど
の
よ
う
な
意

図
で
付
さ
れ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
必
ず
し
も
上
句
と
一
致
し

な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
下
句
点
に
は
下
句
点
独
自
の
意
味
合
い
が

あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
八
首
は
い
ず
れ
も
新
古
今
和
歌
集
入
集

歌
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
秀
歌
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
は

勝
負 歌番号 初句 宗長本 日大本 片山本 蓬左本 桂宮本 神宮本 関大本

上巻

六百番歌合
勝 3（（ いくよわれ 朱墨

下墨
朱墨
左墨 朱墨 朱墨

左墨
朱墨
左墨

朱墨
左墨 朱墨

持 386 おもひかね 朱墨
下墨

朱墨
左墨 朱墨 朱墨

左墨
朱墨
左墨

朱墨
左墨

朱墨
下墨

老若五十首歌合 持 92（ くもはみな 朱墨
下朱墨

朱墨
左朱墨 朱墨 朱墨

左墨
朱墨

左朱墨
朱墨
左墨 朱墨

仙洞句題五十首 976 ゆくすゑは 朱墨
下朱

朱墨
左朱 朱墨 朱墨

左朱
朱墨
左朱

朱墨
左朱 朱墨

和歌所影供歌合 勝 1128 ひとすまぬ 朱
下朱

朱
左朱 朱墨 朱

下朱 朱

十題二十番撰歌合 1406 かすがやま 朱墨
下朱墨

朱墨
左朱墨 朱墨 朱墨

下朱墨
朱墨

下朱墨

建仁元年
十五夜撰歌合当座 1480 わすれじと 朱墨

下朱墨
朱墨

左朱墨 朱墨 朱墨
下朱墨

朱墨
下朱墨

春日社歌合 持 1（91 あまのとを 朱墨
下朱墨

朱墨
左朱墨 朱墨 朱墨

下朱墨
朱墨

下朱墨

※蓬左本・関大本上巻が朱墨点を有するのは、定数歌部（1 ～ 1000）のみ。
※歌番号は該当する新編国歌大観歌番号を用いた。
※網掛けは、宗長本と一致することを示す。

表 1　伝宗長筆本が下句合点を有する箇所における教家本第一類諸本朱墨点対照表



103 京都女子大学図書館所蔵伝宗長筆『秋篠月清集』攷

あ
ろ
う
が
、
こ
の
八
首
が
特
別
に
秀
で
て
い
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
勝
負
の
わ
か
る
歌
合
歌
に
関
し
て
も
、
負
け
こ
そ
な
い
も
の
の
持
で
あ

る
も
の
も
あ
り
、
詠
作
当
時
の
評
価
も
芳
し
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
下
句
の
み
を
見
て
も
そ
う
で
あ
り
、
制
詞
と
さ
れ
る
句
で
あ
る
わ

け
で
も
な
く
、
こ
の
句
が
強
調
さ
れ
る
理
由
は
見
い
だ
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
だ
機
械
的
に
左
合
点
の
再
現
を
試
み
た
と
も

考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
こ
の
八
箇
所
以
外
に
も
日
大
本
が
左
合
点
を
付
す
箇
所
は
多
い
。
ま
た
、
歌
頭
に
付
さ
れ
る
左
合
点
と
下
句
に

記
さ
れ
る
下
句
点
と
が
、
相
互
に
変
換
さ
れ
う
る
も
の
と
も
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
、
伝
宗
長
筆
本
の
下
句
点
が
日
大
本
の
左
合
点
と
一
致

す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
日
大
本
と
の
直
接
的
な
関
係
性
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

以
上
、
伝
宗
長
筆
本
の
朱
墨
点
の
特
徴
を
確
認
し
つ
つ
、
日
大
本
及
び
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
と
比
較
し
た
。
伝
宗
長
筆
本
の
朱
墨
点
に

は
、
日
大
本
が
有
す
る
左
合
点
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
特
徴
は
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
伝
宗
長
筆
本
の
朱
墨
点
の

最
大
の
特
徴
で
あ
る
下
句
へ
の
加
点
は
、
一
首
の
み
で
は
あ
る
が
関
大
本
上
巻
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
の
下
句
点
は
日
大
本

の
左
合
点
と
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
総
じ
て
日
大
本
と
の
関
係
は
希
薄
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
朱

墨
点
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
上
巻
末
尾
に
奥
書
を
有
す
る
本
書
は
、
片
山
本
・
関
大
図
書
館
本
と
の
近
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

四
　
集
付

1
、
日
大
本
・
片
山
本
の
特
徴

　

朱
墨
点
の
ほ
か
、
も
う
ひ
と
つ
、
伝
宗
長
筆
本
本
文
に
付
属
す
る
も
の
に
集
付
が
あ
る
。
伝
宗
長
筆
本
・
日
大
本
・
片
山
本
に
お
け
る
集

付
の
状
況
を
対
照
し
た
も
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
関
大
本
上
巻
に
関
し
て
は
、
上
巻
の
五
〇
首
に
し
か
集
付
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
除
外

し
た
。
な
お
、
伝
宗
長
筆
本
に
お
い
て
唯
一
「
続
子
」
と
記
さ
れ
た
七
〇
二
「
は
る
は
な
ほ
」
は
、
新
続
古
今
和
歌
集
・
春
上
・
六
に
入
集

す
る
歌
で
あ
る
が
、
新
続
古
今
和
歌
集
は
永
享
十
一
（
一
四
三
九
（
年
成
立
で
あ
る
た
め
、「
続
子
」
が
新
続
古
今
和
歌
集
で
あ
る
こ
と
を



104

示
す
集
付
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
本
書
の
親
本
と
さ
れ
る
応
永

十
六
（
一
四
〇
九
（
年
写
の
隠
士
得
清
本
に
は
存
在
し
な
い

集
付
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
日
大
本
も
新
続
古
今
和

歌
集
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
集
付
を
持
つ
が
、
日
大
本

の
親
本
で
あ
る
応
永
二
十
七
（
一
四
二
〇
（
年
写
の
正
徹
餞

別
本
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

　

片
山
氏
は
「
教
家
本
系
統
で
集
付
の
最
も
詳
細
な
も
の
は

日
大
図
書
館
本
と
架
蔵
本
で
あ
る
」（
五
三
〇
頁
（
と
し
て

お
り
、
日
大
本
・
片
山
本
の
集
付
は
質
量
と
も
に
充
実
し
て

い
る
が
、
そ
の
二
本
の
集
付
に
は
は
っ
き
り
し
た
違
い
が
あ

る
。

　

ま
ず
表
記
に
つ
い
て
、
表
2
に
あ
る
よ
う
に
、
日
大
本
は

「
続
後
撰
」「
新
後
撰
」
な
ど
、
片
山
本
よ
り
明
確
に
集
名
が

略
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
新
後
撰
尺
教
」
と
い
う
よ
う
に
部
立

が
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
詳
細
な
記
述
を
持
つ
箇
所

も
あ
る
。
ま
た
、
日
大
本
集
付
の
最
大
の
特
徴
は
、
勅
撰
集

だ
け
で
な
く
雲
葉
和
歌
集
や
万
代
和
歌
集
と
い
っ
た
私
撰
集

の
集
付
を
有
す
る
ほ
か
、「
入
」
と
い
う
記
号
を
二
〇
〇
箇

伝宗長筆本 日大本 片山本

該当歌集 集付 総数 誤記 集付 総数 誤記 集付 総数 誤記

千載和歌集 千 （ 千 7 千 7

新古今和歌集 新古 81 3 新古今・新古 82 4 新古 81 （

新勅撰和歌集 新勅 34 新勅撰・新勅 32 1 新勅 37 1

続後撰和歌集 続後 21 続後撰 28 1 続後 34 9

続古今和歌集 続古 24 1 続古今・続古 22 1 続古 26

続拾遺和歌集 続拾 10 続拾遺・続拾 7 1 続拾 1（

新後撰和歌集 新後 12 新後撰 11 新後 （ 1

玉葉和歌集 玉 11 玉葉 16 玉 14

続千載和歌集 続千 12 1 続千載・続千 11 1 続千 11

続後拾遺和歌集 続後拾 11 1 続後拾 6 続後拾 9

風雅和歌集 風 12 風雅 17 3 風 10

新千載和歌集 新千 8 新千載 7 新千 8 1

新拾遺和歌集 新拾 8 新拾 7 新拾 7

新後拾遺和歌集 新後拾 12 1 新後拾 8 1

新続古今和歌集 続子 1 新続古 26 続古 27 1

雲葉和歌集 雲葉 1

万代和歌集 万 2

合計 2（0 6 294 13 299 19

※総数には「同」と記されたものも含む。

表 2　伝宗長筆本・日大本・片山本集付対照表
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所
近
く
付
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
入
」
と
い
う
記
号
に
つ
い
て
片
山
氏
は
、「
お
そ
ら
く
私
撰
集
入
集
歌
を
示
す
記
号
か
と
思
わ
れ
る
が
、

現
行
の
い
ず
れ
の
私
撰
集
と
も
一
致
し
な
い
」（
五
三
一
頁
（
と
し
、こ
の
記
号
を
隠
士
得
清
本
系
統
に
よ
る
集
付
の
特
徴
と
み
な
し
て
い
る
。

教
家
本
系
統
第
一
類
に
お
い
て
は
、
日
大
本
と
蓬
左
本
に
の
み
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
関
大
本
上
巻
の
三
〇
二
「
そ
ら
は
な
ほ
」
に
唯

一
こ
の
記
号
が
見
ら
れ
る
。
三
〇
二
は
、
新
古
今
和
歌
集
・
春
上
・
二
三
に
入
集
す
る
歌
で
あ
り
、
日
大
本
も
関
大
本
上
巻
も
「
入
」
の
記

号
の
ほ
か
に
「
新
古
」
の
集
付
も
持
つ
。
蓬
左
本
は
こ
こ
に
「
入
」
の
記
号
の
み
を
付
し
て
い
る
が
、
や
は
り
何
を
意
味
す
る
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。
関
大
本
上
巻
の
集
付
は
、
こ
の
一
箇
所
の
み
の
「
入
」
を
除
け
ば
明
ら
か
な
日
大
本
の
影
響
も
見
ら
れ
ず
、
上
巻
部
分
五
〇
首
に

し
か
集
付
を
持
た
な
い
関
大
本
上
巻
の
、
こ
の
一
箇
所
か
ら
日
大
本
と
の
関
係
性
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

　

一
方
の
片
山
本
の
集
付
は
、
範
囲
が
勅
撰
集
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
日
大
本
に
見
ら
れ
る
「
入
」
の
記
号
も
見
ら
れ
な
い
。

2
、
伝
宗
長
筆
本
と
の
比
較

　

伝
宗
長
筆
本
の
集
付
は
、
表
2
に
あ
る
と
お
り
、
表
記
も
片
山
本
と
一
致
し
、
そ
の
範
囲
も
勅
撰
集
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
隠

士
得
清
本
系
統
の
特
徴
で
あ
る
「
入
」
の
記
号
も
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
伝
宗
長
筆
本
の
集
付
が
日
大
本
と
は
異
な
る
系
統
に
属
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
片
山
本
は
四
六
九
に
「
新
古
」
の
集
付
を
付
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
片
山
氏
は
「
こ
れ
は
康
生
三
年
（
一
四
五
七
（
正
徹
書
写
本

系
と
目
さ
れ
る
関
大
図
書
館
本
上
巻
と
同
じ
誤
記
で
な
ん
ら
か
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
」（
五
三
三
頁
（
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
誤
記
は
、

集
付
を
有
す
る
諸
本
に
お
い
て
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
伝
宗
長
筆
本
も
四
六
九
に
「
新
古
」
の

集
付
が
付
さ
れ
て
い
る
。
四
六
九
は
、
私
撰
集
で
は
夫
木
和
歌
抄
・
雑
五
・
海
・
一
〇
二
六
三
に
採
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ほ
か
の
勅
撰

集
入
集
歌
で
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、「
新
古
」
と
い
う
集
付
は
完
全
な
誤
記
で
あ
る
。
新
古
今
和
歌
集
入
集
歌
と
み
な
さ
れ
る
根
拠
も
不
明
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で
あ
り
、
こ
の
誤
記
の
共
通
は
、
や
は
り
「
な
ん
ら
か
の
関
連
性
」
を
想
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

奥
書
の
所
伝
で
は
Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
な
が
ら
、
伝
宗
長
筆
本
の
集
付
が
日
大
本
の
系
統
で
な
い
こ
と
は
、
隠
士

得
清
本
系
統
の
集
付
の
特
徴
で
あ
る
「
入
」
の
記
号
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻

に
共
通
す
る
誤
記
が
同
じ
く
本
書
に
も
見
ら
れ
、
な
お
か
つ
他
系
統
の
本
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
集
付
に
お
け
る
特
徴
か
ら

も
、
系
統
を
異
に
す
る
三
本
の
関
係
の
近
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
集
付
は
本
文
に
付
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
親
本
書
写
以
降
に
書

き
加
え
ら
れ
た
と
思
し
き
集
付
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
誤
記
が
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
そ
の
関
係
性
を
よ
り
強
く
感
じ

さ
せ
る
の
で
あ
る
。

五
　
本
文

1
、
独
自
異
文
の
対
照

　

朱
墨
点
・
集
付
を
対
照
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
、
伝
宗
長
筆
本
の
片
山
本
と
関
大
本
上
巻
と
の
近
さ
は
、
本
文
の
傾
向
に
も
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
異
文（

（1
（

を
対
照
し
つ
つ
、
そ
れ
を
確
認
し
て
い
き
た
い（

（1
（

。

　

ま
ず
伝
宗
長
筆
本
の
異
文
が
日
大
本
の
独
自
異
文
と
一
致
す
る
箇
所
を
探
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
わ
ず
か
に
一
箇
所
し
か
無
い
。

　
　
　
　
（
夢
中
述
懐
（

　
　

染
は
て
し
う
き
世
の
色
を
出
や
ら
て
な
を
花
思
ふ
み
よ
し
の
ゝ
山

 

雑
・
一
五
二
六

　

定
家
本
系
統
本
文
が
「
そ
め
お
き
し
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
伝
宗
長
筆
本
・
日
大
本
と
も
「
染
は
て
し
」
と
す
る
。
詞
書
の
異
同
に
ま
で
目

を
向
け
て
み
て
も
、
詞
書
が
明
確
で
あ
る
定
数
歌
部
に
お
け
る
異
同
の
一
致
は
無
く
、
部
類
歌
部
詞
書
に
お
け
る
独
自
異
文
を
対
照
し
て
み
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て
も
、
日
大
本
と
の
関
係
性
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
例
は
無
い
。
独
自
異
文
の
一
致
が
一
箇
所
の
み
し
か
無
い
と
い
う
事
実
は
、
互
い

の
系
統
が
決
し
て
近
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

片
山
本
の
独
自
異
文
も
、
伝
宗
長
筆
本
の
異
文
と
一
致
す
る
も
の
は
三
首
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、
片
山
本
と
同
じ
く
Ｂ
教
賢
僧
正
本
系

統
に
分
類
さ
れ
る
蓬
左
本
、
教
賢
僧
正
本
か
ら
派
生
し
た
Ｃ
玄
旨
本
系
統
の
桂
宮
本
・
神
宮
本
と
、
属
す
る
系
統
の
性
質
上
本
文
が
類
似
す

る
た
め
、
そ
も
そ
も
片
山
本
の
独
自
異
文
が
少
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。

　
　
　
　
（
忍
恋
（

　
　

人
と
み
ぬ
岩
の
中
に
も
分
入
て
思
ふ
程
に
や
そ
て
し
ほ
れら〔
朱
〕ま
し

 

治
承
題
百
首
・
四
五
七

　

そ
の
な
か
の
治
承
題
百
首
の
右
の
歌
は
、
そ
の
初
句
に
異
同
が
あ
り
、
定
家
本
系
統
本
文
が
「
ひ
と
め
み
ぬ
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
伝
宗
長

筆
本
・
片
山
本
と
も
に
「
人
と
み
ぬ
」
と
す
る
。
伝
宗
長
筆
本
は
五
句
を
「
そ
て
し
ほ
れ
ま
し
」
と
誤
写
す
る
と
こ
ろ
、「
れ
」
を
朱
に
て

見
せ
消
ち
し
て
「
ら
」
に
修
正
す
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
初
句
の
異
同
は
誤
写
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
忍
恋
」

と
い
う
題
の
も
と
で
詠
ま
れ
た
歌
の
、「
人
の
目
の
届
か
な
い
岩
の
中
」
が
、「
人
と
見
た
岩
の
中
」
で
は
ま
っ
た
く
意
味
不
明
で
あ
る
が
、

親
本
に
あ
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
対
照
し
て
き
た
二
本
と
比
較
し
て
、
そ
の
独
自
異
文
と
の
一
致
が
も
っ
と
も
多
い
も
の
が
関
大
本
上
巻
で
あ
る
。
関
大

本
上
巻
は
上
巻
部
分
し
か
対
照
で
き
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
致
す
る
箇
所
は
一
九
首
に
及
ぶ（

（1
（

。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
が
、
次
の
一
首
で
あ

る
。

　
　
　
　

遠
村
花

　
　

訪
は
や
た
か
す
む
里
の
一
村
そ
ぬ
し
お
も
ほ
ゆ
る
花
の
お
く
か
な
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院
句
題
五
十
首
・
九
五
四

　

こ
の
歌
で
は
、
伝
宗
長
筆
本
・
関
大
本
上
巻
の
み
が
こ
の
歌
の
二
句
「
た
が
す
む
ま
ど
」
を
「
た
か
す
む
里
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、「
万
」

と
「
左
」
の
類
似
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
同
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
ま
ど
の
ひ
と
む
ら
」
の
よ
う
に
、
窓
辺
の
花
を
詠
む
歌
は
ほ
か
に
例

を
見
ず
、
特
異
な
表
現
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
院
句
題
五
十
首
と
は
建
仁
元
（
一
二
〇
一
（
年
の
仙
洞
句
題
五
十
首
の
こ
と
で
、
仙
洞
句
題

五
十
首
の
本
文
も
、
伝
宗
長
筆
本
・
関
大
本
上
巻
と
同
じ
く
「
た
が
す
む
里
」
と
な
っ
て
お
り
、
秋
篠
月
清
集
に
お
け
る
異
文
が
、
定
数
歌

本
文
と
一
致
し
て
い
る
と
い
う
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

2
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
共
通
の
独
自
異
文
と
の
対
照

　

Ｂ
教
賢
僧
正
本
系
統
と
Ｄ
正
徹
本
系
統
と
い
う
別
系
統
に
分
類
さ
れ
な
が
ら
、
内
容
の
近
さ
を
指
摘
さ
れ
る
片
山
本
と
関
大
本
上
巻
で
あ

る
が
、
共
通
す
る
独
自
異
文
が
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
伝
宗
長
筆
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
三
十
四
首
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
巻

奥
書
を
持
つ
と
い
う
共
通
点
の
あ
る
三
本
の
、
そ
の
内
容
的
な
近
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　
　

そ
ら
さ
え
し
去
年
の
け
し
き
も
打
と
け
て
朝
日
は
春
の
初
成
け
り

 

十
題
百
首
・
天
象
十
首
・
二
〇
一

　

こ
れ
は
、
一
首
に
お
い
て
二
箇
所
の
異
同
を
持
ち
、
そ
れ
が
三
本
で
共
通
す
る
例
で
あ
る
。
定
家
本
系
統
本
文
だ
け
で
な
く
、
教
家
本
諸

本
も
「
あ
さ
ひ
ぞ
は
る
の
は
じ
め
な
り
け
る
」
と
す
る
と
こ
ろ
、「
朝
日
は
春
の
初
成
け
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
係
助
詞
「
ぞ
」
が
「
は
」

と
な
っ
た
こ
と
で
連
体
形
の
係
り
結
び
が
解
消
さ
れ
、
必
然
的
に
五
句
に
も
異
同
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
異
文
で
あ
り
な
が
ら
合
理
的
な

処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
先
の
関
大
本
上
巻
の
独
自
異
文
と
同
じ
く
、
三
本
の
異
同
が
歌
合
や
定
数
歌
の
本
文
に
一
致
す
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
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ま
く
す
原
玉
ま
く
数
や
ま
さ
る
ら
む
は
に
を
く
露
に
蛍
と
ふ
な
り

 

院
第
二
度
百
首
・
夏
十
五
首
・
八
二
七

　

右
の
二
句
を
定
家
本
系
統
本
文
は
「
た
ま
ま
く
く
ず
や
」
と
す
る
が
、
三
本
は
「
玉
ま
く
数
や
」
と
す
る
。
こ
の
句
は
教
家
本
系
統
諸
本

で
も
異
同
が
あ
り
、
日
大
本
は
「
玉
ま
く
色
や
」、
蓬
左
本
は
「
玉
ま
く
蔦
や
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
千
五
百
番
歌
合
・
夏
二
・
四
百
七
番
・

左
・
八
一
二
の
歌
で
、
そ
こ
で
は
「
た
ま
ま
く
か
ず
や
」
と
な
っ
て
お
り（

（1
（

、
伝
宗
長
筆
本
・
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
に
共
通
す
る
異
同
の
妥

当
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
大
本
も
異
同
を
有
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
三
本
の
異
同
が
共
通
す
る
事
例
で
も
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
上
巻
奥
書

を
有
す
る
三
本
の
関
係
の
近
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
え
て
、
片
山
氏
は
、
片
山
本
と
関
大
本
上
巻
の
内
容
の
近
さ
を
示
す
異
同
と
し
て
、
南
海
漁
父
百
首
・
五
七
五
の
歌
題
を
例
に
あ
げ
て

い
る
（
四
〇
九
頁
（。
定
家
本
系
統
本
文
が
「
山
家
十
首
」、
教
家
本
系
統
の
諸
本
が
「
山
家
」
と
す
る
の
に
対
し
、
片
山
本
は
「
山
里
」、

関
大
本
上
巻
は
「
山
里家
イ

」
と
す
る
。
伝
宗
長
筆
本
も
「
山
里
」
と
し
て
お
り
、
歌
題
の
異
同
に
お
い
て
も
伝
宗
長
筆
本
・
片
山
本
・
関
大
本

上
巻
の
異
同
は
一
致
す
る
の
で
る
。

六
　
伝
宗
長
筆
本
の
独
自
性

1
、
伝
宗
長
筆
本
上
巻
末
尾
の
配
列

　

こ
こ
ま
で
、
奥
書
の
有
無
に
よ
る
内
容
の
相
違
あ
る
い
は
一
致
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
が
、
伝
宗
長
筆
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
独
自
性

も
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
書
誌
事
項
を
紹
介
す
る
際
に
も
触
れ
た
上
巻
末
尾
の
配
列
で
あ
る
。
伝
宗
長
筆
本
の
歌
配
列
は
、

基
本
的
に
教
家
本
系
統
の
配
列
に
一
致
す
る
が
、
上
巻
末
尾
は
伝
宗
長
筆
本
独
自
の
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
い
つ
生
じ
た
も
の
で
あ

る
の
か
を
、
朱
墨
点
に
よ
っ
て
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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伝
宗
長
筆
本
に
は
朱
墨
点
の
位
置
を
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
二
一
「
け
ふ
も
ま
た
」
に
朱
墨
点
が
付
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
に
点
を
持
つ
も
の
は
伝
宗
長
筆
本
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
教
家
本
系
統
第
一
類
諸
本
は
い
ず
れ
も
一
八
「
け
ふ
こ
ず
は
」
に
朱

墨
点
（
片
山
本
の
み
朱
の
二
重
点
。
片
山
本
が
朱
墨
点
以
外
の
点
を
持
つ
の
は
こ
こ
の
み
（
が
付
さ
れ
て
お
り
、
初
句
が
類
似
す
る
こ
と
に

よ
る
の
か
、
本
来
こ
の
一
八
に
付
す
べ
き
朱
墨
点
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
現
象
は
八
七
「
う
き
よ
と
は
」
の
朱
点
（
九
一
「
う

き
よ
い
と
ふ
」
と
誤
る
（、
二
四
三
「
ゆ
く
ひ
と
の
」
の
朱
墨
点
（
二
四
四
「
ゆ
く
す
ゑ
に
」
と
誤
る
（、
一
二
六
九
「
こ
の
は
ち
り
て
」
の

朱
点
（
一
二
七
二
「
こ
の
は
ち
り
て
」
と
誤
る
（
に
も
見
ら
れ
る（

（1
（

。

　

自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
写
本
に
朱
墨
点
を
付
す
と
い
う
作
業
は
、
本
文
を
書
写
し
終
え
て
か
ら
写
本
と
親
本
（
あ
る
い
は
校
合
本
な

ど
他
本
（
と
を
対
照
し
つ
つ
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
誤
り
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
本
文
を
書
写
す
る
際
に

大
幅
な
欠
歌
や
配
列
の
乱
れ
が
生
じ
た
場
合
、
そ
れ
に
気
付
く
機
会
に
な
り
得
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

伝
宗
長
筆
本
の
上
巻
末
尾
の
配
列
を
具
体
的
に
示
す
と
、
九
九
〇
「
う
つ
り
ゆ
く
」
か
ら
九
九
六
「
あ
き
は
て
て
」
ま
で
の
七
首
十
四
行

分
が
九
九
九
「
わ
が
こ
ひ
は
」
の
後
に
配
さ
れ（

（1
（

、
九
九
七
「
な
み
た
か
き
」
が
欠
歌
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
稿
末
の

図
Ⅱ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
影
印
に
も
あ
る
と
お
り
、
ま
さ
に
こ
の
箇
所
に
も
朱
墨
点
は
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
配
列
の
乱
れ
と
欠
歌
が

書
写
時
に
生
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
朱
墨
点
を
付
す
際
に
気
が
付
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
伝
宗
長
筆
本
で
は
、
書
き
落

と
し
た
と
思
わ
れ
る
歌
は
朱
に
よ
っ
て
行
間
に
書
入
れ
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
書
写
時
の
ミ
ス
に
は
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も

考
え
合
わ
せ
る
と
、
上
巻
末
の
独
自
の
歌
配
列
は
、
本
書
の
書
写
時
の
誤
り
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
親
本
以
前
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
独
自
の
配
列
を
持
つ
箇
所
に
も
朱
墨
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
朱
墨
点
は
校
合
本
な
ど
他
本
に
よ
り
書
入
れ

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
歌
配
列
を
持
つ
親
本
に
あ
っ
た
朱
墨
点
を
そ
の
ま
ま
転
記
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
、
極
め
て
高
い
と
い
え

よ
う
。
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2
、
伝
宗
長
筆
本
の
独
自
異
文

　

次
に
そ
の
本
文
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
伝
宗
長
筆
本
に
は
全
体
を
と
お
し
て
独
自
異
文
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
花
月
百

首
の
巻
頭
歌
で
あ
る
。

　
　

昔
誰
か
か
る
さ
く
ら
の
花
を
う
ゑ
て
よ
し
の
を
は
る
の
山
と
な
し
け
む

 

花
月
百
首
・
花
五
十
首
・
一

　

右
に
あ
げ
た
の
は
定
家
本
本
文
で
あ
る
が
、
教
家
本
系
統
第
一
類
諸
本
も
異
同
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
伝
宗
長
筆
本
は
、
次
の
よ
う
な
本

文
を
持
つ
。

　
　

昔
誰
か
ゝ
る
桜
の
種

花
イ〔
朱
〕を

う
へ
て
𠮷
の
を
春
の
山
と
な
し
け
ん

　

第
三
句
を
「
種
を
う
へ
て
」
と
し
、「
種
」
に
は
「
花
イ
」
と
朱
書
き
で
異
文
注
記
を
施
す
（
図
Ⅰ
（。
独
自
異
文
の
本
文
に
対
し
、
定
家

本
・
教
家
本
共
通
本
文
を
異
文
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
宗
長
筆
本
本
文
と
同
じ
処
理
を
行
う
も
の
に
、
教
家
本
系
統
を
定
家

本
系
統
で
校
合
し
た
混
淆
本
系
統
第
二
類
に
属
す
る
書
陵
部
丙
本
（
東
山
文
庫
旧
蔵
本
（（
以
下
、
東
山
本
と
称
す
（
が
あ
る
。
東
山
本
は

足
利
義
政
を
伝
承
筆
者
と
す
る
室
町
期
の
写
本
で
、
六
家
集
版
本
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
六
家
集
版
本
本
文
は
「
種

を
う
へ
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
出
文
献
の
歌
枕
名
寄
・
二
〇
三
三
が
同
じ
く
「
た
ね
を
う
ゑ
て
」
と
い
う
異
文
を
採
る
の
も
、
流
布
本
た

る
六
家
集
版
本
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
結
果
的
に
異
文
が
流
布
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
が
、
同
じ
教
家
本
系
統
を
本
文
と
す
る

室
町
期
の
写
本
で
あ
る
伝
宗
長
筆
本
と
東
山
本
が
同
じ
異
文
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
室
町
期
に
は
「
種
を
う
へ
て
」
本
文
の
教
家
本
が
存
在
し

て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
巻
頭
歌
と
同
じ
く
、
定
家
本
・
教
家
本
本
文
を
異
文
と
し
て
扱
い
、
本
文
が
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

　
　
　
　

寄
風
恋
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い
つ
も
聞
物
と
や
人
の
な思

イ
〔
朱
〕

か
む
ら
ん
こ
ぬ
夕
く
れ
の
枩
風
の
声

 

歌
合
百
首
・
三
七
七

　

こ
の
伝
宗
長
筆
本
の
三
七
七
番
歌
で
も
、「
お
も
ふ
ら
む
」
と
す
る
定
家
本
・
教
家
本
本
文
を
異
文
と
し
て
扱
い
、「
な
か
む
ら
ん
」
と
い

う
独
自
異
文
を
本
文
と
す
る
。
こ
れ
は
六
百
番
歌
合
・
恋
下
・
十
七
番
・
左
（
負
（・
九
三
三
の
歌
で
あ
り
、
な
お
か
つ
新
古
今
和
歌
集
・

恋
四
・
一
三
一
〇
に
も
入
集
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
本
文
は
「
お
も
ふ
ら
む
」
で
あ
る
。
勅
撰
集
歌
で
す
ら
独
自
異
文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

朱
墨
点
と
同
じ
く
、
本
文
も
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
伝
宗
長
筆
本
独
自
の
異
文
に
お
い
て
特
異
な
箇
所
が
あ
る
。
建
仁
元
（
一
二
〇
一
（
年
八
月
十
五
夜
に
行
わ
れ
た
後
鳥
羽

院
主
催
の
撰
歌
合
の
一
首
で
、
定
家
本
で
は
次
の
よ
う
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

月
前
松
風

　
　

秋
の
よ
の
ひ
か
り
も
こ
ゑ
も
ひ
と
つ
に
て
月
の
か
つ
ら
に
ま
つ
か
ぜ
ぞ
ふ
く

 

秋
部
・
一
一
一
五

　

こ
れ
に
対
し
伝
宗
長
筆
本
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

月
前
秋
風

　
　

秋
の
よ
の
光
も
声
も
ひ
と
つ
に
て
月
の
か
つ
ら
に
秋
風
そ
ふ
く

　

ま
ず
歌
題
に
異
同
を
持
ち
、「
月
前
松
風
」
を
「
月
前
秋
風
」
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
撰
歌
合
本
文
も
「
月
前
松
風
」
で
あ
る
か
ら
、
伝
宗

長
筆
本
の
独
自
異
文
は
誤
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
歌
題
の
異
同
に
と
も
な
っ
て
一
一
一
五
番
歌
の
本
文
も
「
秋
風
そ
ふ
く
」
と

な
っ
て
お
り
、
異
文
で
あ
り
な
が
ら
、
歌
題
と
歌
本
文
の
整
合
性
は
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
教
家
本
系
統
に
属
す
る
写
本
で
あ
る
伝
宗
長
筆
本
の
持
つ
特
性
を
、
日
大
本
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
と
対
照
し
て
き
た
。
伝
宗

長
筆
本
の
朱
墨
点
・
集
付
・
本
文
の
傾
向
は
、
明
ら
か
に
日
大
本
の
特
徴
と
は
一
致
せ
ず
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
に
よ
り
近
い
性
質
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

下
巻
奥
書
に
記
さ
れ
た
所
伝
に
よ
れ
ば
、
教
家
本
系
統
第
一
類
の
Ａ
隠
士
得
清
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
伝
宗
長
筆
本
に
、
Ａ
隠
士
得
清
本

系
統
に
属
す
る
日
大
本
の
持
つ
特
徴
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
上
巻
奥
書
の
有
無
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
ま
た
、
上
巻
奥
書
を
持
つ
伝
宗
長
筆
本
・
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
の
三
本
は
、
分
類
さ
れ
る
系
統
が
異
な
り
な
が
ら
も
そ
の
内
容

の
近
さ
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
上
巻
奥
書
を
持
た
な
い
も
の
と
の
内
容
の
相
違
は
、
系
統
が
分
か
れ
る
以
前
つ
ま
り
教
賢
僧
正
本
以
前

に
は
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
今
回
詳
し
い
検
証
を
行
わ
な
か
っ
た
Ｃ
玄
旨
本
系
統
諸
本
に
つ
い
て
は
、
日
大
本
と
同
じ
く

上
巻
奥
書
を
持
た
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
多
く
の
本
を
経
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
別
に
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

新
た
に
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
う
る
上
巻
奥
書
を
持
つ
写
本
の
姿
は
、
片
山
本
・
関
大
本
上
巻
そ
し
て
伝
宗
長
筆
本
に
残
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
関
大
本
は
上
巻
の
み
し
か
残
ら
な
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
完
本
で
あ
る
片
山
本
も
、
現
在
は
行
方
知
れ
ず
と
聞
く
。
つ

ま
り
現
段
階
で
は
、
全
体
を
確
認
で
き
る
写
本
は
伝
宗
長
筆
本
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
重
要
な
写
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
た
め
、
全
体
的
な
姿
は
な
ん
ら
か
の
形
で
別
の
機
会
に
提
示
し
た
い
。

　

伝
宗
長
筆
本
は
、
も
ち
ろ
ん
独
自
異
文
も
存
在
す
る
が
、
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
奥
書
か
ら
判

断
す
れ
ば
、
隠
士
得
清
本
以
降
は
何
の
本
も
経
て
い
な
い
た
め
、
他
本
に
よ
る
影
響
も
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
唯
一
上
巻
奥
書
を

持
つ
完
本
と
し
て
存
在
す
る
伝
宗
長
筆
本
は
、
秋
篠
月
清
集
写
本
の
あ
ら
た
な
一
本
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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注（
1
（　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
編
『
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
谷
山
文
庫
目
録
』（
京
都
女
子
大
学
図
書
館
（。
下
巻
は
亭
子
院
歌
合
・
千
蔭
正
岑

百
番
歌
合
と
合
冊
。

（
2
（　

上
巻
末
の
配
列
と
欠
歌
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
伝
宗
長
筆
本
で
は
、
七
七
八
・
一
三
五
八
・
一
三
五
九
詞
書
を
欠
く
。

（
3
（　

諸
本
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、諸
研
究
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、本
稿
で
は
片
山
亨
氏
『
校
本
秋
篠
月
清
集
と
そ
の
研
究
』

（
笠
間
書
院
・
一
九
七
六
年
六
月
（
に
お
け
る
名
称
を
用
い
る
。
ま
た
、
教
家
本
系
統
諸
本
の
引
用
や
、
本
文
系
統
の
分
類
と
そ
の
呼
称
、

教
家
本
独
自
歌
の
歌
番
号
も
同
書
に
よ
っ
た
。
但
し
、
関
西
大
学
図
書
館
本
・
上
巻
（
以
下
、
関
大
本
上
巻
と
称
す
（
本
文
の
引
用
は
、
原

本
の
紙
焼
よ
り
私
に
翻
刻
し
た
も
の
に
よ
る
。

（
4
（　

同
写
本
は
、
現
在
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
で
あ
り
、
古
典
籍
資
料
目
録
編
集
委
員
会
編
『
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
所
蔵
古
典
籍
資
料
目
録
』
五
（
歌
書
編
三
（（
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
・
二
〇
〇
八
年
三
月
（
に
巻
頭
と
巻
末
の
影
印

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
中
期
写
と
さ
れ
る
。

（
（
（　

松
田
武
夫
氏
『
王
朝
和
歌
集
の
研
究
』（
巌
松
堂
書
店
・
一
九
三
六
年
十
月
（・
第
三
章
第
三
節
秋
篠
月
清
集
成
立
年
代
攷
（『
国
語
と
国

文
学
』
一
二
─

一
二
・
一
九
三
五
年
十
二
月
初
出
（

（
6
（　

五
味
文
彦
氏
は
『
明
月
記
の
史
料
学
』（
青
史
出
版
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
（ ・
第
三
・
一
・
五
九
条
教
家
と
出
家
に
お
い
て
、「
権
大
納
言
藤
原
」

を
教
家
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
義
を
唱
え
、
承
久
三
年
時
点
で
権
大
納
言
で
あ
っ
た
人
物
、
②
奥
書
よ
り
家
隆
筆
本
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
家
隆
と
関
係
深
い
人
物
で
あ
る
な
ど
の
根
拠
か
ら
、
教
家
の
異
母
弟
で
あ
っ
た
基
家
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

（
7
（　

稲
田
利
徳
氏『
正
徹
の
研
究 

中
世
歌
人
研
究
』（
笠
間
書
院
・
一
九
七
八
年
三
月
（第
一
篇
第
二
章
第
三
節
正
徹
の
書
写
活
動
に
つ
い
て（『
中

世
文
芸
』
五
〇
（
前
集
（・
一
九
七
二
年
六
月
初
出
（

（
8
（　

片
山
亨
氏
『
校
本
秋
篠
月
清
集
と
そ
の
研
究
』（
笠
間
書
院
・
一
九
七
六
年
六
月
（。
以
下
、
片
山
氏
論
の
引
用
は
同
書
に
よ
り
、
そ
の
際

は
同
書
の
頁
数
の
み
記
す
。

（
9
（　

関
西
大
学
図
書
館
本
の
下
巻
に
つ
い
て
片
山
氏
は
、
教
家
本
系
統
第
二
類
の
河
野
本
の
転
写
本
で
あ
り
な
が
ら
「
定
家
本
系
が
混
入
し
た
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第
三
系
第
二
類
の
混
淆
本
（
稿
者
注
：
教
家
本
系
統
を
定
家
本
系
統
で
校
合
し
た
教
家
本
系
混
淆
本
（
の
詞
書
が
混
入
し
て
い
る
」（
四
二
七

頁
（
こ
と
か
ら
、混
淆
本
系
統
第
二
類
に
分
類
し
て
お
り
、上
巻
と
は
別
系
統
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、下
巻
に
は
、上
巻
が
有
す
る
朱
墨
点
・

集
付
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
上
下
巻
で
系
統
が
異
な
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
10
（　

な
お
、
関
大
本
は
上
巻
下
巻
と
も
に
全
体
を
と
お
し
て
勝
負
付
が
付
さ
れ
て
い
る
。
関
大
本
の
勝
負
付
は
河
野
本
に
近
い
こ
と
が
片
山
氏

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
四
二
六
頁
（、
上
巻
も
ま
た
「
河
野
本
系
ま
た
は
河
野
本
が
校
合
し
た
和
歌
所
御
本
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
」（
四
〇
九
─

四
一
〇
頁
（
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
大
本
の
勝
負
付
は
関
大
本
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
河
野
本
と
の

校
合
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
11
（　

後
述
す
る
が
、
伝
宗
長
筆
本
は
下
句
に
も
点
を
付
す
箇
所
が
あ
る
た
め
、
実
際
の
点
数
は
朱
墨
点
と
も
に
六
点
ず
つ
多
い
。

（
12
（　

こ
こ
で
い
う
「
独
自
異
文
」
と
は
、
ま
ず
天
理
図
書
館
甲
本
本
文
に
対
す
る
異
同
を
異
文
と
み
な
し
、
そ
れ
が
教
家
本
系
統
第
一
類
に
属

す
る
他
本
と
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
異
文
で
あ
る
場
合
の
句
の
こ
と
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
教
家
本
系
統
第
一
類
諸
本
の
一
本
の
み
が
天
理

図
書
館
甲
本
本
文
と
一
致
す
る
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
を
異
文
と
は
認
め
な
い
。
ま
た
、
異
文
注
記
を
と
も
な
う
句
に
関
し
て
は
、
異
文
注
記

を
持
つ
句
の
本
文
と
の
一
致
、
異
文
注
記
を
持
つ
句
の
異
文
と
の
一
致
を
区
別
し
て
扱
い
、
本
文
と
一
致
す
る
場
合
は
独
自
異
文
と
の
一
致

と
み
な
す
。
な
お
、詞
書
に
つ
い
て
は
、特
に
部
類
歌
部
に
お
い
て
「
冬
歌
よ
み
け
る
な
か
に
」
と
「
冬
の
歌
よ
み
け
る
な
か
に
」
と
い
っ
た
、

異
同
と
み
な
す
べ
き
か
判
断
に
迷
う
も
の
が
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は
歌
句
の
異
同
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（
13
（　

以
下
に
掲
出
す
る
本
文
は
、
私
に
翻
刻
し
た
伝
宗
長
筆
本
本
文
を
用
い
、
歌
本
文
の
異
同
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
朱
に
よ
る
書
き
入

れ
に
は
〔
朱
〕
と
記
し
、
朱
墨
点
や
集
付
は
省
略
し
た
。
な
お
、
歌
番
号
や
対
照
す
る
定
家
本
系
統
本
文
の
引
用
に
は
、
新
編
国
歌
大
観
を

用
い
た
。

（
14
（　

こ
の
十
九
首
の
ほ
か
、
異
文
注
記
を
持
つ
句
の
異
文
と
一
致
す
る
箇
所
が
三
箇
所
存
在
す
る
。

（
1（
（　

有
吉
保
氏
『
千
五
百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究
』（
風
間
書
房
・
一
九
六
八
年
四
月
（
に
よ
る
と
、
現
在
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

と
な
っ
て
い
る
高
松
宮
家
旧
蔵
本
と
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
は
、「
玉
ま
く
数
や
」
と
い
う
本
文
に
「
玉
ま
く
く
す
や
」
と
異
文
注

記
を
施
し
て
い
る
と
い
う
。
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（
16
（　

こ
の
う
ち
、
二
四
三
に
は
蓬
左
本
が
朱
墨
点
、
一
二
六
九
に
は
刈
谷
図
書
館
村
上
忠
順
書
入
本
が
朱
点
を
付
す
が
、
互
い
の
影
響
関
係
が

う
か
が
え
る
も
の
で
は
な
く
、
伝
宗
長
筆
本
と
同
じ
く
初
句
の
類
似
に
よ
る
誤
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
17
（　

七
首
十
四
行
と
い
う
少
な
く
は
な
い
分
量
の
歌
が
異
な
る
箇
所
に
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
よ
っ
た
系
統
の
本
に
は
錯
簡
が
あ
っ
た

と
も
想
定
さ
れ
、
伝
宗
長
筆
本
以
前
の
姿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

 

（
本
学
大
学
院
研
修
者
（
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伝
宗

長
筆

本
日

大
本

片
山

本
蓬

左
本

桂
宮

本
神

宮
本

関
大

本
上

巻

伝
連

歌
師

宗
長

筆
本

伝
東

常
縁

筆
本

正
徹

餞
別

本
の

転
写

本

明
応

二
年

奥
書

本
玄

旨
本

以
前

の
教

賢
僧

正
本

か
ら

の
転

写
本

江
戸

初
期

写

智
仁

親
王

筆
本

細
川

幽
斎

収
集

の
六

家
集

の
転

写
本

江
戸

初
期

写

江
戸

初
期

写

年
月

所
伝

Ａ
隠

士
得

清
本

Ｂ
教

賢
僧

正
本

Ｃ
玄

旨
本

Ｄ
正

徹
本

承
久

三
1221

11月
慈

円
・

俊
成

の
合

点
の

あ
る

本
を

教
家

が
書

写
①

安
貞

二
1228

11月
家

隆
自

筆
本

を
書

写
②

文
永

五
1268

12月
再

び
、

家
隆

自
筆

本
を

書
写

③

応
永

十
六

1409
12月

冷
泉

為
尹

本
を

正
徹

が
書

写（
21日

）④
〈

隠
士

得
清

本
〉

※
14日（

上
冊

）
※

14日（
上

冊
）

※
14日

応
永

二
十

七
1420

12月
正

徹
が

餞
別

に
献

じ
た

旨
の

識
語

〈
正

徹
餞

別
本

〉

文
安

三
1446

8
月

教
賢

僧
正

が
隠

士
得

清
本

を
書

写
〈

教
賢

僧
正

本
〉

康
生

二
14（6

2
月

教
賢

僧
正

本
を

書
写

康
生

三
14（7

6
月

正
徹

（
77歳

）
が

隠
士

得
清

本
を

書
写

〈
隠

士
得

清
本

⑵
〉

明
応

二
1493

7
月

文
亀

三
1（03

（
月

隠
士

得
清

本
⑵

を
伊

佐
幸

綱
が

書
写

永
正

五
1（08

8
月

細
川

幽
斎

が
教

賢
僧

正
本

を
書

写
〈

玄
旨

本
〉

安
永

五
1776

3
月

※
網

掛
け

が
、

奥
書

に
記

さ
れ

て
い

る
所

伝
で

該
当

す
る

も
の

。

付
表
　
伝
宗
長
筆
本
及
び
教
家
本
第
一
類
諸
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
所
伝
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図Ⅰ　伝宗長筆本上巻巻頭（二丁裏・三丁表）



119 京都女子大学図書館所蔵伝宗長筆『秋篠月清集』攷

※歌頭に付した歌番号は、該当する新編国歌大観の歌番号である。

図Ⅱ　伝宗長筆本上巻巻末（五四丁裏～五六丁表）
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